























【症 例】 65歳女性.【現病歴】 右乳房腫瘤を自覚し,
前医受診.US・MRIで乳癌が疑われ,当院紹介受診となっ
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久保 和之?，戸塚 勝理?，林 祐二?












例を経験したので報告する.【症 例】 他院で右乳癌 (病
期不明)に対し,術前化学療法ドセタキセル→EC療法を
施行後,乳房部分切除術＋腋窩リンパ節郭清術を施行した.
病理学的治療効果はGrade3で,放射線療法施行後に,術後
タモキシフェン内服とトラスツズマブを投与された.手術
より5年10ヵ月後に肺肝転移が出現した為,当科に紹介さ
れた.1次化学療法でドセタキセル＋ペルツズマブ＋トラ
スツズマブ8コース後にPDとなり,1次治療として
TDM1を投与した.15コース後に左肺のみ間質性肺炎を発
症した.呼吸器内科にコンサルトし,原因として感染性や
薬剤性,強皮症治療中であり膠原病性も疑われた.気管支
肺胞洗浄も施行したが原因は特定されず,確定診断には至
らなかった.ステロイドパルス療法＋抗生剤投与による治
療を開始し,その後,呼吸器症状は安定した.在宅酸素導入
で退院し,一定期間の経過観察後,現在,乳癌に対しては
HP療法を行っている.
９．乳癌肝転移に対してパクリタキセル・ベバシズマブ治
療後エベロリムス投与にて著明な肝萎縮をきたした２例
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パクリタキセル・ベバシズマブは奏効率の高い治療とし
て肝転移症例に使用されるが,病勢進行後の治療は未だ不
明である.私達はER陽性乳癌の肝転移症例に対してパク
リタキセル・ベバシズマブ治療後エベロリムスを選択する
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